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研究成果の概要（和文）：フォーカルハンドジストニアとは手の動作を過度に反復して使用する音楽家などに生
じることの多い疾患であり，まだ有効なリハビリテーションは確立されていない。この症状の一因として，脳の
抑制性の神経の働きが関連すると考えられていることから，本研究では脳の抑制性の神経活動を促す治療法とし
て脳内で運動をイメージさせる方法の有効性について調査した。結果として，イメージした運動と反対方向の運
動に関与する筋肉を支配する神経の働きが抑制されることが明らかになった。この結果は，フォーカルハンドジ
ストニアに対する運動イメージを用いた治療の可能性が示すものであり，今後，実際に症状を有する者への効果
検証が必要である。

研究成果の概要（英文）：Focal hand dystonia is a disabling movement disorder that often occurs in 
musicians who use hand repeatedly and effective rehabilitation has not yet been established. Some 
previous studies revealed that this symptom is associated with impaired inhibitory neural activity. 
Therefore, we examined neurophysiological changes induced by motor imagery to verify whether motor 
imagery is effective as a treatment to promote inhibitory neural activity. As a result, we found 
inhibitory effects on the neural activity of the antagonist muscle during motor imagery. These 
results suggest that the possibility of motor imagery for the treatment of focal hand dystonia. In 
the future, we have to verify the effect of motor imagery therapy on the focal hand dystonia 
patients.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は，運動を脳内でイメージすることで，脳の抑制性の神経活動が促されることを示した初めての研究であ
る。神経疾患の中には，フォーカルハンドジストニアだけでなく，脳卒中の痙縮など，抑制性の神経活動に問題
が生じた結果として生じる障害が存在する。本研究成果は，そのような障害に対する新しいリハビリテーション
手法として運動イメージ想起という方法が有用な可能性を示しており，今後の臨床研究成果が期待される。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

フォーカルハンドジストニアとは，音楽家など，手指や手の動作を過度に反復することの多

い職業の者に発症しやすい難治性の神経疾患である。フォーカルハンドジストニアは，意図し

ない筋の過剰な収縮を主徴とし，現在までのところ，その原因は十分に解明されていないもの

の，脳内の抑制性神経機構における機能的な異常がその一因として考えられている。また，運

動自体が脳の過剰な興奮を導くことが指摘されていることからも，運動以外の介入によって，

抑制性神経機構の機能を改善させる新たなリハビリテーション手法を確立する必要があると考

える。 

 

２．研究の目的 

このような背景から申請者は，実際に運動を遂行せずに，脳内で運動を再現させる運動イメ

ージ想起法によって，脳の抑制性神経機構の活動が導かれるかどうかについて，経頭蓋磁器刺

激（単発刺激と二連発刺激）や脊髄反射等の電気生理学的手法を用いて検証することを目的と

した。また，このことによって，フォーカルハンドジストニア症例を対象としたリハビリテー

ションにおける運動イメージ想起を用いた介入の効果に関わる基礎的知見を得ることを目的と

した。 

 

３．研究の方法 

 実験 1 から 3を通して，延べ 42名の協力者が本研究に参加した。研究協力者は示指外転・内

転が周期的に繰り返される動画を観察しながら，その運動をイメージする課題を実施した。神

経生理学的評価には経頭蓋磁気刺激の単発刺激，二連発刺激，末梢神経電気刺激を用い，それ

ぞれ実験 1，2，3とした。それぞれの実験における刺激タイミングは安静時，示指外転時，示

指内転時の 3種類とした。そして，示指外転運動における主動作筋，かつ示指内転運動におけ

る拮抗筋に該当する第一背側骨間筋から運動誘発電位，または F波を導出した。実験 1では単

発刺激によって生じた運動誘発電位振幅を解析対象とした。実験 2では刺激間間隔 2ms の二連

発刺激によって生じた運動誘発電位の抑制量を解析対象とした。実験 3 では，F 波の振幅・出

現頻度を解析対象とした。 

 

４．研究成果 

 単発刺激を用いた実験 1の結果より，示指外転の運動イメージ想起時にその主動作筋に該当

する第一背側骨間筋の運動誘発電位振幅が有意に増大した。一方で，示指内転の運動イメージ

を想起したタイミングにおいて，その運動の拮抗筋に該当する第一背側骨間筋の運動誘発電位

が，安静時と比較して有意に減少した。このことは，運動イメージした際の拮抗筋を支配する

皮質脊髄路興奮性が抑制されたことを示唆する結果である。 

二連発磁気刺激を用いた実験 2 では，3 条件ともに二連発刺激に伴う抑制量に有意差は認め

なかった。すなわち，この結果は，実験 1によって示された皮質脊髄路興奮性の抑制に短潜時

皮質内抑制は関与しないことを示唆する。 

さらに，F 波を用いた実験 3 の結果から，脊髄レベルの興奮性は外転・内転の運動イメージ

想起時ともにむしろ上昇することが示された。この結果より，実験 1で示された運動イメージ

想起時の拮抗筋に関わる皮質脊髄路興奮性の抑制に脊髄興奮性が寄与しないことが明らかとな

った。 

上記の実験 1から 3の結果をまとめると，運動イメージ想起を実施した際の拮抗筋を支配す



る神経機構においては，脊髄レベルより上位で，かつ皮質内短潜時抑制以外の抑制機構が賦活

化される可能性が示された。 

これらの結果は，運動イメージ想起時によって生じる神経生理学的変化に関する新規的知見

である。さらに，本研究結果は，フォーカルハンドジストニアをはじめとした，抑制性神経機

構の障害によってスムーズな随意運動が障害される症例に対する，運動イメージ想起を用いた

リハビリテーションの臨床応用可能性を示唆するものである。今後，更なるメカニズムの検証

を重ねた上，実際の症例を対象とした臨床研究を展開する必要がある。 
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